
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月２日（火）北部教育事務所及び上

里町教育委員会による学校訪問が行われ

ました。授業を中心に職員や児童の様子、

教育環境、諸表簿等の点検等、教育活動全

般ついて、一日かけて参観及び指導・助言をいただきました。学校の組織力をさらに高める工夫を

していく、子供たち一人一人の学びをしっかりと保障していく、課題を抱えた児童に粘り強く指導

していく、教師ががんばることで子供が笑顔になる等、今後の学校運営改善に向けより一層努力し

てまいります。 

 

 

 

 １２月３日（金）学年音楽会（４～６年）を行いました。音楽の授業で練習した成果を存分に発

揮した合奏等を鑑賞することができました。一人一人が自分のパートを一生懸命に演奏したこと

が、全体として調和した合奏を創り上げていたように思います。勉強や運動では見られないような

力を発揮していた児童もおりました。子供たちに発表する様々な機会を提供することの大切さを改

めて認識しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

かえで 
夢と笑顔と「ありがとう」が 

あふれる 上里東小学校 

令和３年 １２月１６日 

第 １６ 号 

上里の子供たちを育てる合言葉：あいさつ、返事、靴そろえ、集中した清掃（膝つき清掃） 

【校長賞】１，３１１冊（目標２５００冊） ３０５名（目標４２５名） １２月１４日現在 

教育活動の総点検 全体会での指導講評 

１年１組生活科の授業 心を一つに！ 



                １１月２４日、愛知県の中学校で中学３年生の男子生徒が同級 

生を包丁で刺して死亡させるという大変痛ましい事件が起きて 

しまいました。事件の動機や背景等については、今後明らかにされて

いくことでしょうが、何よりも大切にされなければならない尊い命が失われてしまったことは残念

でなりません。１１月２６日には臨時全校朝会（放送）で命の大切について話をしました。何か事

件等が起きてからではなく、年間をとおして計画的に命の大切を繰り返し子供たちに伝えていかな

ければならないと反省しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             当初計画から２か月延 

 期となりましたが、１泊

２日の修学旅行を２年ぶりに実施することができま

した。（１２月８～９日）１日目の鎌倉は、悪天候の

中での班別行動でしたが、団結力を高めて乗り切り

ました。５年生のときにできなかった林間学校も少

し味わうことができました。いろいろな思いの詰ま

った修学旅行になったと思います。 

  

命の大切さ 

１２月６日（月）齊藤小百合助産師による

【命の大切さ出前授業（５年生対象）】 

〇命は１人に１つしかない やり直せない 

 一番大切なもの 

〇みんな違うけれど、どの命もみんな大切 

〇みんな命がけで生まれてきた 

〇望まれた命だから大切にされていい 

１２月１０日（金）薬物乱用防止指導員 

林 先生による【薬物乱用防止教室（６年

生及び保護者対象）】 

 タバコ、アルコール、大麻、覚醒剤など

について、正しい認識のもとに生涯にわた

り薬物の危険を自らの力で回避できるよ

うになってほしいと心から願っています。 

子供たちの輝かしい未来のために！ 

赤ちゃんの重さを感じて 
きれいな肺とタバコを吸った肺 

修学旅行 
紅葉が残る鎌倉大仏 

芦ノ湖での海賊船遊覧 

キャンドルファイヤー 


